
 
 

 

日本カリキュラム学会 第 28 回（岡山大学）大会のご案内 
 

このたび，日本カリキュラム学会第28 回大会を岡山大学でお引き受けし，大会の開催に向けて，準備を進めてお

ります。３月末には次期学習指導要領（幼稚園、小学校、中学校）が告示され，近年進められてきた我が国の教育改

革も、大詰めを迎えました。「社会に開かれた教育課程」、「カリキュラム・マネジメント」、「主体的・対話的で深い

学び」などのキーワードに象徴される次期学習指導要領の考え方は、これから教育現場でどのように具体化されてい

くのでしょうか。我が国の学校教育が大きく変わろうとするそのような時期に，本学で全国大会を引き受けさせて頂

けますことを光栄に思います。 

会員の皆様におかれましては，多くの発表申込みをお願い申し上げます。活発な議論が展開されるよう，皆様の温

かなご支援とご協力をお願い申し上げますとともに，多くの皆様のご参加を心よりお待ちしております。何とぞよろ

しくお願い申し上げます。 

                        日本カリキュラム学会 第28回大会実行委員会 

                                   委員長  住野 好久 

＜大 会 日 程＞ 
◆前日   2017年６月23日（金） １５：００～１７：００ 理事会（岡山大学大学院教育学研究科） 
◆第１日  2017年６月24日（土） ９：３０～ 受付（岡山大学大学院教育学研究科 講義棟） 
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受 付 

課題研究Ⅰ 
カリキュラム改善のためのカリキュラ

ム評価 

課題研究Ⅳ 
批判的教育学 E

クリティカル・エデュケーション

Aの課題と展望―新学

習指導要領の A E 臨 界 点 E

クリティカル・ポイント

A― 

 

昼食 

自由研究発表Ⅰ 

休憩 
公開シンポジウム 

新学習指導要領は各学校の教育課程をどう変えるのか 
―学校における教育課程編成の行方― 

移動 

研究交流会 

自由研究発表Ⅱ 

移動 
総会・昼食 

課題研究Ⅱ 
今日のカリキュラム改革と公教育

のあり方 

課題研究Ⅲ 
現代日本の教育課程政策における

政治・行政・経営をめぐる諸課題（そ

の３） 
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１．会場 
 岡山大学大学院教育学研究科（岡山市北区津島中３－１－１ 岡山大学津島キャンパス） 

 アクセスについては、下記のサイトをご参照ください。 

 https://edu.okayama-u.ac.jp/access/ 

 
２．受 付   
 岡山大学大学院教育学研究科講義棟（２日間とも同じ場所です） 
 
３．大会参加費 
 ・次の通りです。会員サービス向上のため，昨年同様，大会参加費を安く設定しました。一人でも多くの参

加をお待ちしております。当日，受付にてお支払い願います。 
 
 
 
 
 
４．昼食 

 大学構内の生協食堂が利用できます。また、大学周辺にも食堂等があります。 
 
５．研究交流会 
・岡山大学生協にて行います。当日，受付にてお支払願います。皆様の積極的な参加をお待ちしています。 

 

 
 
６．宿泊斡旋 
・大変申し訳ありませんが，宿泊の斡旋はいたしません。ご自身で手配願います。 

 
７．事前受付 
・お振込みによる事前受付はありません。当日，参加費を申し受けます。 

 
８．課題研究のテーマ 

課題研究Ⅰ カリキュラム改善のためのカリキュラム評価 

課題研究Ⅱ 今日のカリキュラム改革と公教育のあり方 

課題研究Ⅲ 現代日本の教育課程政策における政治・行政・経営をめぐる諸課題（その３） 
―学校の教育課程経営とそれに関わる地方教育行政を中心に― 

課題研究Ⅳ 
A E 批判的教育学 E

クリティカル・エデュケーション

Aの課題と展望―新学習指導要領の A E 臨 界 点 E

クリティカル・ポイント

A― 

 
９．公開シンポジウムのテーマ 

新学習指導要領は各学校の教育課程をどう変えるのか 
―学校における教育課程編成の行方― 

      
 

大会参加要領 

研究交流会参加費 4,000円 

大会参加費  正会員  3,000円 
        学生会員 2,000円 
        臨時会員 3,500円 
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１０．自由研究発表 
・自由研究発表の時間は，原則として次の通りです。 
個人研究発表 発表20分 質疑討議 5分  （計25分） 
共同研究発表 発表40分 質疑討議10分 （計50分） 

 
１１．大会までの主なスケジュール 
・「自由研究発表申込票」の提出〆切：5月10日（水）必着（電子メール） 
・大会プログラムの送付      ：6月上旬ごろ 
・『発表要旨集録』の原稿提出〆切 ：５月31日（水）必着（電子メール） 

 
※〆切厳守でお願いいたします。 
※発表要旨原稿が締切日までに届かない場合には，『発表要旨集録』の該当箇所が白紙となりますので，ご

注意ください。 
 
１２．問い合わせ先（大会事務局） 

・日本カリキュラム学会 第28回大会実行委員会 
住  所：〒700-8530 岡山市北区津島中３－１－１ 

        岡山大学大学院教育学研究科 桑原敏典 
   E-mail：jscs28@okayama-u.ac.jp  
   ※大会HPについては準備中です。開設できましたら学会HPにてご案内いたします。 

※ご不明な点等につきましては，E-mailにてお問い合わせ願います。 
 
 
 

 
発表希望者は，「自由研究発表申込書」に必要事項を記入の上，電子メールに添付して第27回大会実行

委員会宛にご送付ください。なお，どうしても電子メールによる送付ができない場合に限り，4 頁目に記

載した「１２．問い合わせ先」宛てまで郵送（〆切日必着）にて受け付けます。 
１．発表資格 
Ａ．自由研究発表者は，共同発表者を含め，6 月２日（金）までに本年度の年会費を納入した会員でな

ければなりません。会費納入等に関わる事務は，国際文献社に委託しており，大会当日に学会事務

局で会費納入の窓口設置を設けておりません。 

Ｂ．新入会員で発表を希望される方は，発表申込〆切までに速やかに入会手続きをしてください。遅れ

ますと，資格不備により発表できません。 
Ｃ．登壇する口頭発表者（○のつく人）は，個人研究発表1件と共同研究発表1件の合計2件まで申請

することができますが，登壇者でなければ，重複して発表者名を登録することは可能です。 
２．「自由研究発表申込書」記入上の注意事項 
①発表者名：複数の場合は，登壇者の氏名に○をつけてください。 

自由研究発表 申込要領 

発表を申し込まれる皆様には、学会から納入依頼が届き次第、速やかに年会費の「前納」の振り込み

をお願いいたします。会費納入状況につき、ご不明の点がございましたら、（株）国際文献社内・日本

カリキュラム学会会員窓口までお問い合わせください。（年会費：一般 8,000 円、学生 5,000 円、団

体 10,000 円）。 
≪日本カリキュラム学会会員窓口≫ 
TEL：03-5389-6213 ／ FAX：03-3368-2822 ／ E-mail:jscs-post@bunken.co.jp 
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②発表資格：発表者は会員に限ります（大会までに入会を予定するものを含む） 
③所  属：発表者が複数の場合は，それぞれの所属を明記してください。 
④発表題目：必要に応じて副題をおつけください。 
⑤発表概要：分科会編成の参考にしますので，発表の主旨を簡潔にご記入ください。 
⑥使用希望機器：使用希望機器がある場合は，記入してください。ただし，機材によっては会場校で  

用意できない場合もありますので，ご承知ください。 
３．「自由研究発表申込書」の提出〆切：5月10日（水）必着（jscs28@okayama-u.ac.jp） 
・必要項目「発表者氏名（ふりがな）・所属」「発表題目」「連絡先」「発表概要」「使用希望機器」を記

入の上，大会実行委員会に電子メールに添付してお送りください。その際，電子メールの件名は「自

由研究発表申込（○○）」（○○内に姓を記す）としてください。 
・受理でき次第，3 日以内に返信メールをお送りいたします。返信がない場合，受理されておりません

ので，再度，確認の電子メールをお送りください。なお，FAXでは受け付けておりません。 
４．『発表要旨集録』の原稿提出〆切：５月31日（火）必着（jscs28@okayama-u.ac.jp） 
・「『発表要旨集録』フォーマット」にそって原稿（必ず PDF 形式）を作成し，大会実行委員会に電子

メールに添付してお送りください。送られてきた原稿をそのまま印刷製本いたします。執筆者による

校正は行いませんので，予めご了承ください。 
・受理でき次第，3 日以内に返信メールをお送りいたします。返信がない場合，受理されておりません

ので，再度，確認の電子メールをお送りください。なお，〆切期日より遅れた場合や未提出の場合は，

発表要旨集録の該当箇所が白紙印刷となりますので，ご注意ください。 
５．発表用レジュメ（資料など）について 
・70部程度をご用意のうえ当日持参してください。事前に送付することはお控え下さい。 

課題研究及び公開シンポジウムの発表も自由研究発表と同様、『発表要旨集録』の原稿（必ずPDF形

式）を作成し、５月 31 日（水）必着で大会実行委員会に電子メールに添付してお送りください。電

子メールの件名は「課題研究（○○）」又は「シンポ（○○）」（○○内に姓を記す）としてください。 


